
トマト施肥、病害虫防除体系

１．施 肥 体 系

追肥
【液状新酵母】と【液状イオン】を主体に行いますが、樹の生育状況（特に生長点と葉の

立ち具合）に合わせて、追肥量・間隔を調整してください。
追肥終了後、チューブの清掃を兼ねて再度灌水する。

・定植後、【サカタＧＢ液肥】１㎏／１０ａを水１，０００�に希釈して株元に潅注する。
・第１花房開花前から、生育を見ながら【液状イオン】５～１０㎏を水２００�希釈して追肥する。
・第１花房着果後から、【液状新酵母】５～１０㎏を水２００�希釈して追肥する。
・４段花房以降を充実させ、常に茎が同じ太さになるように維持させる。

２．病害虫防除
●使 用 薬 剤

肥 料 名 施肥量（１００坪あたり） 備 考
炭 酸 苦 土 石 灰（粒） ４０㎏ 土壌改良（旧苦土エース）
Ｂ Ｍ 苦 土 重 焼 燐 １５㎏ 土 壌 改 良
ア デ リ ン 粉 状 ３０㎏ 基 肥（畝 肥）
イ オ ン 粉 状 ５０㎏ 基 肥（畝 肥）
新 酵 母 粉 状 １００㎏ 基 肥（通路肥）
液 状 ア デ リ ン 生育にあわせる

追 肥液 状 イ オ ン 生育にあわせる
液 状 新 酵 母 生育にあわせる

病 害 虫 名 薬 剤 名 倍 率 使 用 時 期 備 考 総使用回数

葉 カ ビ 病
灰 色 カ ビ 病

ベ ル ク ー ト 水 和 剤 ３，０００～６，０００倍 収穫前日まで 予防 ３回以内
ゲ ッ タ ー 水 和 剤 １，０００～１，５００倍 収穫前日まで 予防・治療 ５回以内
ファンタジスタ顆粒水和剤 ２，０００～３，０００倍 収穫前日まで 予防・治療 ３回以内
アミスター２０フロアブル ２，０００倍 収穫前日まで 予防・治療 ４回以内
パレード２０フロアブル ２，０００～４，０００倍 収穫前日まで 予防・治療 ３回以内

す す か び 病
う ど ん こ 病

シ グ ナ ム Ｗ Ｄ Ｇ ２，０００倍 収穫前日まで 予防・治療 ２回以内
ト リ フ ミ ン 水 和 剤 ３，０００倍 収穫前日まで 予防・治療 ５回以内
アフェットフロアブル ２，０００倍 収穫前日まで 予防 ３回以内

灰 色 カ ビ 病
ボ ト キ ラ ー 水 和 剤 １，０００倍 発病前～発病初期 予防 なし

ロ ブ ラ ー ル 水 和 剤 １，０００倍 収穫前日まで 予防 ３回以内
斑 点 病

ハモグリバエ
ダ ン ト ツ 水 溶 剤 ２，０００倍 収穫前日まで 食毒・接触 ３回以内
ア フ ァ ー ム 乳 剤 ２，０００倍 収穫前日まで 食毒・接触 ５回以内

ダ ン ト ツ 粒 剤 １～２ｇ／株 定植時（植穴） 食毒 １回アブラムシ類

コナジラミ類 モ ス ピ ラ ン 水 溶 剤 ２，０００倍 収穫前日まで 食毒・接触 ３回以内
ミカンキイロアザミウマ ウ ラ ラ Ｄ Ｆ ２，０００倍 収穫前日まで 食毒 ３回以内

アザミウマ類
デ ィ ア ナ Ｓ Ｃ ２，５００～５，０００倍 収穫前日まで ２回以内
ファインセーブフロアブル １，０００～２，０００倍 収穫前日まで ３回以内
グ レ ー シ ア 乳 剤 ２，０００倍 収穫前日まで 接触 ２回以内

オオタバコガ フェニックス顆粒水和剤 ２，０００倍 収穫前日まで 食毒 ２回以内

ア フ ァ ー ム 乳 剤 ２，０００倍 収穫前日まで 食毒・接触 ５回以内トマトサビダニ
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